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   開     会 

 

 

○小関勝助議長 おはようございます。 

 ただいまから平成27年第１回長井市議会臨時

会を開会いたします。 

 

 

   開     議 

 

 

○小関勝助議長 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程を

もって進めます。 

 なお、この日程につきましては、先ほど開催

されました議会運営委員会にお諮りし、内定を

見ておりますので、ご了承をお願いいたします。 

 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

 

○小関勝助議長 日程第１、会議録署名議員の指

名であります。会議規則第81条の規定により、

ご指名いたします。 

 ４番 今 泉 春 江 議員 

 ５番 小 関 秀 一 議員 

 ６番 竹 田 博 一 議員 

 以上、３名の方にお願いいたします。 

 

 

 日程第２ 会期の決定 

 

 

○小関勝助議長 次に、日程第２、会期の決定で

あります。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日

１日といたしたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 委員会付託の省略について 

 

 

○小関勝助議長 お諮りいたします。 

 これから上程いたします議案は、委員会付託

を省略し、全員でご審議願いたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第３ 議案第１号 平成２６年 

 度長井市一般会計補正予算第１１号 

 

 

○小関勝助議長 それでは、日程第３、議案第１

号 平成26年度長井市一般会計補正予算第11号

の１件を議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 議案第１号 平成26年度長井市一般会計補正

予算第11号についてご説明申し上げます。 

 本案は、第１条に定める債務負担行為の補正
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につきまして、第１表のとおり追加いたすもの

でございます。 

 このたびの補正は、各地区公民館について、

引き続き指定管理を行うため、指定管理料に係

る予算の限度額等を定めるものでございます。 

 よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○小関勝助議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 なお、申し合わせにより、委員会付託を省略

して全員による審議の場合、当日提案議案の質

疑につきましては、一問一答方式により行うこ

ととされております。質疑の時間は１人当たり

答弁を含めて60分以内となっておりますので、

ご協力お願いします。 

 それでは、ご質疑ございませんか。 

 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ３番、江口です。 

 まず市長にお伺いしますが、指定管理者につ

きましては、考え方としまして、これからそれ

ぞれの市内各地域での課題解決に向けた手法と

いうのは、この市役所市長部局あるいは教育委

員会あたりからのさまざまな指導、サジェスチ

ョンのもとで地域で課題解決するというよりも、

これからはもっと地域が主体性を持ってその課

題に取り組もうというふうな考え方のもとでは、

今回の、これ以降、コミュニティーセンター化

に向けての考え方も十分理解するわけです。今

回の予算につきましてもおおむね了としている

わけですが、私としましては、何点かちょっと

確認のためにお伺いしたいことがございます。 

 この予算について、随分、昨年度まで、26年

度までの予算とは、それぞれの年、27年度以降

につきましてはかなりの増額になっていますけ

ども、これにつきましては、例えば西根地区で

やっておりましたぼくらの文楽については、昨

年度までは、26年度までは予算の計上がなくて、

27年度からは60万円何がしの予算の計上が上が

ってるということを見てみますと、戦略的芸術

文化活動への補助が昨年度まで入っていたかと

思われますが、それをなくしてというか、それ

を最初から見込んで、例えば西根地区の場合の

ぼくらの文楽に対する活動についてはそれを当

初から見込んでの予算額の増になったというこ

とがあってこのような額になったのか、ほかの

公民館の活動につきましてもすべからくぐっと

倍増している事業費があるわけですけども、こ

れについても、これまでの予算の計上額、計上

の仕方、スタイルを変えたということで理解し

てよろしいのか、まず１点お伺いします。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 このたびの指定管理料が非常に３年間でかな

りの額が増額になってるということでございま

すが、これは江口議員がご指摘のとおり、従来

までのいわゆる事業費補助として別枠で予算を

認めていただいていたものを当初からその地区

公民館の活動の事業費の中に見込んだケースな

どもございまして、そういった意味で事業費が

ふえてるということがございます。 

 あともう一つの大きな理由は、地区計画をつ

くっていただくと。地区計画をつくっていただ

く際に、従来の生涯学習の拠点としての地区公

民館、現実的には地域づくりの拠点にもなって

るわけですけども、その地域づくりの拠点とし

て、いわゆる教育委員会以外の例えば地域福祉

であったり、あるいは自主防災組織などの防災

の活動であったり、あるいは観光交流の推進で

あったりとか、そういった部分を事業費として、

ある程度必要なものは当初から事業費の中に組

み込んだというケースもあると思います。ただ

しこれは各地区の公民館のほうからの要望、提

案を組み入れましてそれぞれの地区の公民館の

指定管理料を算出しているわけでございますの

で、それは地区の特色にもよるというふうに思

います。 
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 したがいまして、まとめますと、人件費の部

分でふえてるということと、従来事業費補助で

地区公民館の指定管理料に含まれてなかったも

のを当初から組み入れたものもある、あるいは

今後の地域活動の事業費を、３年間の事業費の

ある部分を見込んだということでふえていると

いうことになるかと思います。 

 私からは以上です。 

○小関勝助議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ありがとうございました。 

 地区計画を策定、各地区、現在まだ公民館な

わけですけど、地区計画を立てる上で、平野地

区はもうできてるんですかね、ある程度ね。立

てる上で、例えばハード面についての地区計画

というのは、例えば今までですと各地区の地区

長会の会長さんからのさまざまな要望等に市長

部局として応えてこられたということもあろう

かと思いますが、地区計画は全体的にソフト部

門のほうに重きを置くことになるのか、ハード

も含めていいのか、例えばそうしますと各地区

長さんと公民館長さんとの関係、どちらが優位、

上位に行くのかというとおかしいですが、今ま

での地区長さんたちからのさまざまな要望とい

うのと地区計画に上がってきたゆえのさまざま

な市への要望ということをどんなふうにバラン

スをとってこれからいくのか、優先順位はどち

らにあるのかということなど、これから３年間

にわたってのさまざまな話し合いでその辺は整

理されていくのかなという想像もするわけです

けども、現段階で市長のお考え、方向性など、

お示ししていただけるものがあればお答えいた

だきたいと思います。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 やはり江口議員おっしゃるように、まず３年

間は地区公民館として引き続き指定管理をお願

いするわけですが、その３年後、この３年間の

議論の中で決めていくべきことではございます

が、できれば地域のコミュニティーの中心、コ

ミュニティー活動の中心としての地区公民館で

すから、いわゆるコミセンですね、に変えてい

くべきだろうというふうに思ってます。第５次

総合計画で言っております活発な地域づくりの

拠点がその現在の地区公民館であり、それが将

来的には教育委員会の枠だけじゃなくてもっと

全体の地域活動の拠点になっていただきたいと。

ただしその際、ソフト事業がやはり中心であっ

て、ハード事業については、やはりこれは明確

に分けなきゃいけないと思ってます。 

 ハード事業については大きな予算が伴います

し、そして例えばある地区で、じゃあうちに文

化会館をつくってくださいというようなことを、

じゃあ地区の総意だからといってもこれはなか

なか難しいだろうと。ですから、それはやっぱ

り従来どおり地区長さん、あるいは区という組

織がある地域も大部分でありますので、そうい

ったところ、そして地元の市議会議員の皆様な

どの従来どおりのやり方でハード事業について

は基本的に考えていくべきじゃないのかなと。

ただし、今例えばある地区公民館をこういった

ところを直してほしいとか、あるいは子育ての

ための施設の充実を図ってほしいとか、そうい

った地域に現在あるものの、そういったものに

ついてのハードについては、それは地元からい

ろいろ要望あってもいいわけですし、地域計画

の中に組み入れるというわけではないんでしょ

うけども、ソフト事業を充実させるためのもの

としての要望などはあってもいいのかなという

ふうに思いますが、基本的には従来どおり地区

長さんとか区とか、あと地元の市議会議員の先

生方のご意見などによって市としてもそれを受

け入れていかなきゃいけないというふうに思っ

てるところでございます。 

○小関勝助議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ありがとうございます。 

 最後の質問ですけど、これ今、教育委員会が
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所管しております公民館、３年間はそのままな

んだと思いますが、コミセン化のときには、コ

ミュニティーセンターになった暁には、市長部

局としてどこの課が、あるいは課の名前もその

ころ変わってしまうのかどうかもわかりません

が、市長部局のほうでここのところはサポート

していく、あるいは時にはリードしていくとい

うふうな考え方でよろしいのですよね。という

ことは、どうしても地域の活動の中には教育委

員会が所管しているさまざまな事業以外のとこ

ろでのニーズということが地区の方々が多いと

いうふうに実態としては感じてるわけです。そ

うしますと、即市長のほうに決裁求めるような

ことも多くなりますし、まして第５次総の中に

おいての各地域の振興ということを考えなけれ

ばいけないということを考えますと、やはり市

長のところで、本庁のところでここのところは

管轄していかなければいけないと思いますが、

そうした考え方でよろしいのかどうか、まずと

いうか、お答えいただきたいと思います。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 現在の組織の中でいうと、地区

公民館については教育委員会の文化生涯学習課

になるわけですけども、将来的にコミセン化と

いうか、コミセンの部分も含めた地域づくりの

拠点として頑張っていただくには、市長部局の

中で、現在でいえば企画調整課に当たるんでし

ょうけども、企画調整課もあらゆるいろんな新

しい部分についてどんどんどんどんふえていく

もんですから、今回、組織機構の見直しを年度

当初から検討してまいりましたが、その中で、

考え方としては、それを担当する、例えば活発

な地域づくりを担当する課として新たに設ける

べきではないのかなというふうに思っておりま

す。 

 多分に調整的な機能も非常に重要になります。

企画調整課というのはその調整機能もあるわけ

ですけども、地域づくりのための調整機能を主

にした課をやっぱりつくっていかないと、協働

のまちづくりなども従来企画調整課が窓口でや

ってきたわけですが、なかなか地域に入れなか

ったと。協働のまちづくりというと地域でもか

なり取り組んではいただいてたんでしょうけど

も、どちらかというとＮＰＯとか、そういった

ところのテーマ別のそういう団体にお願いして

きたという感があって、地域にはなかなか入れ

切れなかったと。ですから、それを地域づくり

の拠点である地区公民館、将来的なコミセンに

行政と一体となって担っていただこうと。 

 また、レインボープランの考え方なども、非

常にすぐれた循環の理念ということで市民の皆

様もご理解はいただいてるかとは思いますが、

その実践というと、中央地区のレインボープラ

ンの生ごみなんかで、主に主婦の方などはご理

解いただいてる経過があるわけですけども、な

かなか全地区というものに浸透してなかったん

じゃないかという反省もありまして、そういっ

た部分なども担っていただく。あるいは将来再

生可能エネルギー、それは市全体のものもある

でしょうし、地域地域での再生可能エネルギー

を地域の皆さんと一緒に新たにつくり上げてい

くという場合に、やっぱり企画調整課、全てそ

こに集約させますと企画調整課だけが肥大しま

すので、できればそういった部分、協働のまち

づくりを進めるという意味で新たな組織も必要

なんではないかなということで現時点で考えて

いるところです。以上です。 

○小関勝助議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 もう１点だけ、新たな主

事の募集については各地区の公民館の運営協議

会の方々にお願いすることになるのか、全体と

して公募にかかるのか、その辺はあれですかね。

その辺は地域の、各地区のそれこそ主体性によ

るのか、例えばこういった事業というのは、人

材としてすぐれた地域の方々たくさんいらっし

ゃることは十分承知をしていますが、新たな発
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想であるとか、さまざまな情報をお持ちの方

等々、地域外でもたくさんいらっしゃって、登

用、活用したい方もたくさんいらっしゃると思

うんですけども、公募にするのか、それともそ

れぞれの地域の事情に合わせて採用されるのか、

地区で、その辺はどうでしょうね。さっき申し

上げた第５次総合計画の中においてもちゃんと

整合性を図りながら、しかも進展を見なきゃい

けないということを考えますと、やはり人材と

いうのはとても大きなこれはウエートを占めて

くるんだと思いますが、何か募集の方法で今イ

メージされている、あるいは決まってることな

どがあれば教えていただければありがたいと思

います。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 まだ現在の指定管理の契約を担

当する教育委員会のことは、それらについて話

しておりませんので、私の個人的な現段階の考

え方と、あとできれば教育長、いいですか。じ

ゃあ文化生涯学習課長のほうからと、ちょっと

打ち合わせしてないので、意見を述べさせてい

ただきたいと思います。 

 私のほうとしては、やっぱり江口議員おっし

ゃるように、特にこれは３年、５年の話じゃな

くて、これからずっと続けていく活動でありま

すので、できるだけ優秀な人材を見つけて、そ

ういう人にこういう仕事を担っていただきたい

と。その際には全体的な公募というものも必要

なんじゃないかと。こういう時代なもんですか

ら、なかなか地域のことをわかっていないで地

域づくりの担当の窓口になるというのは厳しい

のかもしれませんけれども、そういったことで

はなくて、ある意味では第三者的に見れるよさ

もあるわけですね。したがって、やっぱり公募

等である程度、６地区の公民館だとすると、今

回は当初４名、後で２名ということで６名にな

るのかなというふうに思ってますけども、意欲

のある人を、年齢などはどういうふうに考える

かですけども、ぜひ広く公募して、やる気のあ

る、そして使命感を持った方に担っていただけ

ればというふうに思っております。したがって、

それぞれの運協とか地区公民館の館長さんとか、

あと教育委員会の皆さんと協議した中でそれら

の方法を決定していくのではないかなというふ

うに考えてるところでございます。 

○小関勝助議長 齋藤理喜夫文化生涯学習課長。 

○齋藤理喜夫文化生涯学習課長 お答えいたしま

す。 

 職員の募集の件でございますが、基本的には

公募というふうな考え方で立っていくべきであ

ろうというふうなことで考えております。ただ、

今までの公民館職員の採用につきましては、各

地区の運営協議会のほうで前段としてはできれ

ば地域の中から採用したいというふうなことで

考え、その次に市全体というふうな形で進めて

いるというふうな状況があるようでございます。

そういったふうな経過もある程度踏まえながら

広く公募をしていただくというふうなこと、そ

れから今市長のほうからお話がありましたが、

年齢等も弾力的に考えながらというふうな部分

があるのかなというふうに思います。 

 なお、新たな職員の部分につきましては、こ

れから公民館長さん方ともお話をしながら広く

公募でいい人材が集まるような形で考えていた

だきたいというふうなことをお話し合いをして

いきたいなというふうに思ってございます。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 10番。おはようござい

ます。 

 文教委員会のほうでもいろいろと教育長並び

に課長のほうとやりとりをさせていただいて理

解をさせていただいているという認識でおりま

すけども、市長のほうからもさらに理解を深め

るためにお話をいただきたいなと、そのように

思いますので質問させていただきます。 

 このことについては、行財政改革下の状況の
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中ではなかなか理解をするには大変な提案だっ

たんだろうなと思います。しかしながら、現状

においては市民の幸せのためにできる範囲内の

提案だろうと、そのように理解をしているとこ

ろでございます。 

 人件費というのは永久経費になってしまうと

いうようなことで、やはり慎重に議論しながら

進めていかなければいけないということと思っ

ておりますけども、当初、それぞれの地域が地

域計画を作成する、今のスタッフではなかなか

大変なので、そのためにスタッフを増員して地

域計画を立てるというような考え方であるとい

う説明をいただいたんでありますけども、やは

り地域計画というものは、それぞれ立てること

は結構だと思いますけども、それをいかにして

実践に移して実行していくかということが最大

の課題であり、目標であると、そのように認識

しておるわけで、そのスタッフをふやしたこと

について、やはり実のある結果を求めたいと、

そういう意味で、実践、実行という一つの目標

に向かって進むということについて市長に市民

に対して理解を得られるような考え方をいただ

きたいなと、そのように思っておりますので、

よろしくお願いします。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員のご質問にお答えした

いと思います。 

 町田議員おっしゃるとおり、人件費、特に職

員をきちんと採用した場合は、それはその職員

の方の生活もあるわけですから、きちんと保障

しなきゃいけない。そういった意味では非常に、

失礼な言い方ですけども、経費もかかるわけで

すね。しかし、それ以上のやっぱり地域にとっ

て、あるいは市民の皆様にとってプラスになる、

そういった費用だろうというふうに思ってます。 

 特に今までは地区公民館ですと、先ほど申し

上げましたように生涯学習の拠点というのがま

ず第一で、それから現実的にはさまざまな青少

年の育成であったり、地域の文化の振興とか、

さまざまな活動を担っていただいているわけで

すが、現実的に例えば地域福祉の窓口になって

いただいたり、あるいは子育て支援のさまざま

な事業なども展開していただいたり、はたまた

地区によっては防災に強い地域づくりのための

さまざまな取り組みなど、これはもう教育委員

会の社会教育の範疇から既に十分コミュニティ

ー活動の拠点としても担っていただいているわ

けですね。現実的に主事の方、あるいは公民館

の館長さんは非常勤なわけですが、主事は常勤

で、でも時間外のやっぱり費用もない。土日も

出てこなきゃいけない、そういったことなどで

非常に苦労されているという実態があるわけで

す。したがって、地域活動のこれからの将来計

画としての地区計画、例えばそれぞれの地域で

どういうふうな地域をつくっていくかと、もち

ろん６地区それぞれ違うわけですから、その計

画を策定に携わってもらって、はたまたそれを

実践するような中心的な人材としての今回募集

をお願いしたいなというふうに思ってます。行

く行くは市のほうからも応援しなきゃいけない

と、ただし以前、30年ぐらい前まで行っていた

市の職員を派遣ということはしないと、そのか

わり、できれば地区の担当の職員というのをや

っぱりある程度置いて、何かのときにいろいろ

な支援をする、市役所と一体となって地域づく

りができるような、そういった体制も市のほう

で考えなきゃいけないというふうに考えている

ところです。私のほうからは以上です。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 非常に説得力がある考

え方をいただいてありがとうございます。 

 やはり地域計画をつくるためのスタッフの増

員だと言ってしまうと、地域計画はそんなに難

しいものでは私はないと思うんですよね。しか

しながら、その地域計画をいかにして実践、実

行に移していくかというのは、これはやはり大
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変な作業であって、またそれぞれのスタッフの

能力によって差が生じる、あるいは地域として

の差も出てくるでしょう。同じということはあ

り得ないですからね。そういうことで、ぜひ実

践、実行するんだというスタッフに重きを置い

てほしいなと、そのように今思っております。 

 特に私は平野でありますけども、地区公民館

のスタッフは本当に一生懸命やっておられるん

ですけども、それは平野だけでないと思います

けども、やはり地域の中で、私、勝手に考えて

るんですけども、心の過疎化という言葉を使っ

てるんですけども、簡単に言えばコミュニティ

ーが非常に希薄になりつつあるということです

ね。どんどんどんどん、いわゆるおせっかいも

焼かないし余計な口出しもしないと、そんなこ

とで、非常に形式的な参加とか、そういうもの

が目に見えてふえてるんじゃないかなと、そん

なふうに今思っておりまして、この地域計画を

することによってそうしたことをやはり打破す

ることができるんでないかなと、そんなふうに

考えておりますので、ぜひいい結果を出してい

ただきたいなと、そのように思っております。

このことについては文教でもやりとりしました

ので、終わりにしたいと思います。ありがとう

ございます。 

○小関勝助議長 答弁はよろしいですか。 

○１０番 町田義昭議員 いいですよ。 

○小関勝助議長 いいですか。 

 ほかにご質疑ございませんか。 

 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 地区計画の設定、地域づ

くりの事業の実践に取り組むことで地区内の人

材を養成し、地域課題の解決に不可欠な自助、

共助の力をつけていくことを目的として、致芳、

西根、平野、豊田については27年度から、それ

から中央、伊佐沢については28年度から主事１

名を増員する見込みであるというような説明で

あると思いますが、なぜ中央地区と伊佐沢地区

が１年おくれて配付になるのか、そこのところ

を説明をお願いしたいというふうに思います。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 済みません、時間、申しわけないんですが、

文化生涯学習課長のほうからも答弁いたさせま

すが、私のほうの理解としては、できれば27年

度から各地区、６地区に主事を新たに雇用いた

だいて、そういった地区計画づくりとその実践

に取り組んでいただきたいというふうに考えて

いるところですが、さまざまな地区公民館の事

情なども、あるいは考え方などもあって、それ

が一律に27年からということにはならなかった

というふうにお伺いしてます。ただ、地区計画

をつくっていただいて、将来は地区公民館がそ

の地域の地域づくりの拠点となっていただくと

いうことについては理解いただいてると、現に

そういう状況でございますので、そういうふう

に理解しておりますので、それは地域の事情に

よって違っていたし方ないのではないかと考え

ているところでございます。 

○小関勝助議長 齋藤理喜夫文化生涯学習課長。 

○齋藤理喜夫文化生涯学習課長 お答えいたしま

す。 

 市の方針を、基本的な考え方を館長さん方の

ほうにご説明をさせていただいて、各地区のほ

うでお話し合いをいただいた結果でございます。

ただ、伊佐沢地区、それから中央地区につきま

しては、それぞれの計画づくりのための準備作

業、例えば各種団体との話し合い、あるいはお

勉強会というふうなものを27年度から進めると

いうふうなことではお話を伺っております。そ

ういった事前の準備も含めて作業はするけれど

も、実際に職員を追加をして、増員をして動き

をつくっていくというのは28年度からで考えて

いきたいというふうなお話でございました。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 今の説明でありますと、
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公民館の都合で、都合によって主事を28年度か

ら１年おくらかすというような説明だと思いま

す。やっぱり行政側としては、大事な地域づく

りでありますので、そこのところは１年間は要

らないと言われても、やっぱりそこは足並みを

そろえて、大事なことですから、やっぱりする

べきではなかったのかなと。これからでも遅く

ありませんのでそこのところは見直していただ

きたいなというふうに思うところですが、その

点はいかがですか。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 あくまでも地区公民館というの

はそれぞれの地域の皆さんがそれぞれの地域の

視点からの自主的な活動をなさっていただいて

るというふうに認識しています。したがって、

市のほうからこうしなさいということで、強制

という言い方ではないんですが、そういったも

のではないだろうと、ですから考え方はぜひこ

ういうふうにお願いしたいと、そのために人も

ふやさせていただきたいと、必要な事業費もつ

けますということでお願いした結果、いや、よ

くわかったと、ただしうちの事情があるから27

年度からじゃなくて28年度から、主事をふやす

のはそれからでもいいということでのお考えで

すから、やっぱりそこは尊重しなけりゃいけな

いというふうに思っております。いろんな事情

があるんだと思いますが、そこは運営協議会、

それぞれの地区の、それと館長さんと十分に協

議された上での結果だと、当然担当課の文化生

涯学習課のほうでも教育委員会のほうでもそう

いったことは意見交換をしながら決定されたこ

とだと思っておりますので、ご理解をお願いし

たいというふうに思います。 

○小関勝助議長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 ほかに質疑もないので、質疑を

終結いたします。 

 それでは、討論を行います。ご意見ございま

せんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第１号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○小関勝助議長 起立全員であります。 

 よって、議案第１号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 最後に、お諮りいたします。本臨時会におい

て議決されました議案の中で、条項、字句、数

字、その他整理を要するものについては、会議

規則第43条の規定により、その整理を議長に一

任願いたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、整理を要するものについては、その

整理を議長に一任することに決定いたしました。 

 

 

   閉     会 

 

 

○小関勝助議長 これをもって平成27年第１回長

井市議会臨時会を閉会いたします。 

 ご協力まことにありがとうございました。 

 

    午前１０時４１分 閉会 
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